鎌倉市街路樹愛護会の設立等に関する要綱

（目的）

第1条 この要綱は、市内の街路樹の保護、育成等を地域住民と一体となって行うため、その実施団体を育成し、もって街路樹等に対する愛護思想の普及を図ることを目的とする。

（愛護会の設立）

第2条 町内会、自治会、老人クラブ、婦人会、子供会等の団体の代表者は、街路樹愛護会（以下「愛護会」という。）を設立することができる。

（設立届）

第3条 愛護会を設立しようとする者は、街路樹愛護会設立届書（以下「設立届書」という。第１号様式）を市長に提出しなければならない。

（愛護活動）

第4条 愛護会が行う活動内容は、次に掲げるとおりとする。

（１）路樹等に対する愛護思想の普及

（２）街路樹（愛護会が属する町内会又は自治会の区域にある街路樹で市が管理するもののうち、市長が定めたものをいう。以下同じ。）周辺の清掃

（３）街路樹周辺の除草

（４）日照り又は植栽の除草

（５）その他街路樹の保護、育成等のために必要な活動

第5条 愛護会の代表者は、設立届書に記載した内容に変更が生じたとき（会員数に変更が生じたときを除く。）又は愛護会を解散しようとするときは、速やかに街路樹愛護会変更・解散届書（第２号様式）を市長に提出しなければならない。

（助言及び援助）

第6条 市長は、必要に応じ、愛護会の活動の状況を調査し、街路樹の保護、育成等のための助言または、土、種子、ポットの提供等の援助を行うものとする。

（報奨金）

第7条 市長は、第４条に規定する活動を実施した愛護会に対し、別表に定める区分により報償金を交付する。

（愛護活動実施報告）

第8条 報償金をうけようとする愛護会の代表者は、別に定める請求書に街路樹愛護会活動実施報告書（第３号様式）および活動写真を添付して、毎年度３月２０日までに市長に提出しなければならない。

２　市長は、前項の規定よる提出のあったときは、速やかにその内容を審査して報償金の額を決定し、当該愛護会の代表者に対し、街路樹愛護会活動報償金交付・不交付決定通知書（第４号様式）により通知するとともに、報償金を交付するものとする。

（報償金の返還等）

第9条 市長は、愛護会が虚偽の報告により報償金を受けたときは、報償金交付決定を取り消し、既に交付した報償金の全部又は一部を返還させることができる。

（その他）

第10条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市長が定める。

　

　付　則

この要綱は、平成１９年４月１日から施行する。
別表（第７条）

活　動　報　償　金

	植樹桝総面積
	草花育成あり
	草花育成なし

	100㎡未満

100㎡以上　500㎡未満

500㎡以上1,000㎡未満

1,000㎡以上


	円　

５０，０００

５５，０００

６０，０００

６５，０００
	円　

３０，０００

３５，０００

４０，０００

４５，０００


備考　報償金の額は、年額とする。

２　年度の中途において愛護会が設立され、又は愛護会が活動を中止したときは、設立届書が受理された日の属する月又は、活動を中止した日の属する月を活動の開始月又は終了月とし、当該年度の活動月数に応じ、月割により報償金の額を算定する。

３　２により算定した額に１００円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てる。

４　年度の中途において、本市による工事などにより街路樹の保護、育成等が実施できなかったときは、その状況に応じ、報償金の額を減額する。

